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７
月
10

日
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ

理
事
会
に

お
い
て
、
県

立
カ
シ
マ

サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
が「
茨
城
カ
シ
マ
ス

タ
ジ
ア
ム
」
と
い
う
名
称
で
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

サ
ッ
カ
ー
競
技
会
場
に
正
式
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
競
技

会
場
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
本
市
と
し
て
は
、
そ
の

思
い
が
届
き
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
今
回
の
決
定
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
な

が
ら
も
、
力
強
く
復
興
を
成
し
遂

げ
た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
茨
城
カ
シ

マ
ス
タ
ジ
ア
ム
が
、
高
く
評
価
さ

れ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
２
０
０
２
年
に
開
催

さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
お
い
て
、「
イ
ベ
ン
ト
や
お

も
て
な
し
」
対
応
で
、
多
方
面
か

ら
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

こ
の
よ
う
な「
鹿
嶋
ら
し
さ
」
を
ぜ

ひ
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
来
た
る
べ
き
３
年
後
の
大
会
成

功
に
向
け
、
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

鹿
嶋
市
長
　
錦
織
　
孝
一
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鹿嶋らしい
おもてなし

  総 力 戦！

　今回、開催決定の喜びを分かち合うと

ともに、東京2020オリンピックに向けた

意気込みをお聞きしました。

　東京 2020 オリンピックのサッカー競技が鹿嶋市で開催決定となったことは、

わが郷土に新たな歴史を刻むとともにこの上ない喜びであります。長期に渡り誘

致にご尽力をいただいた関係者に心より感謝申し上げます。

　市議会としても市民と一緒になって、ワールドカップで培ったおもてなしの心

で各国の方々をお迎えし、本市の魅力を世界に発信していきたいと思います。

　そして、オリンピックの理念、精神を改めて心に刻み、みんなで成功を期しま

しょう。

鹿嶋市議会議長　池田 芳範

　東京 2020 オリンピックのサッカー競技が、茨城カシマスタジアムで行われ

ることが正式に決定しました。これは鹿嶋市にとって大変名誉なことであり、

全世界が注目するこの一大スポーツイベントで世界にＫＡＳＨＩＭＡという名

を発信し、ＰＲする最大のチャンスであると考えております。

　鹿嶋市観光協会としましても、世界中から集まるアスリートやお客様を最大

限のおもてなしの心でお迎えし、鹿嶋市に訪れたすべての方々の思い出にＫＡ

ＳＨＩＭＡの名が刻まれますよう、職員が一丸となり、本大会の成功に向け全

力で取り組んで参ります。

鹿嶋市観光協会会長　城内 洋二

　東京 2020 オリンピックサッカー競技会場として茨城カシマスタジアム

が正式決定されましたことを心よりお慶びを申し上げます。

　平素から鹿嶋市ではスポーツボランティアの活躍をはじめ、観光面でも

“ふるさとガイド”の案内、スタジアムでは地元の味として数々の名物料理

を販売し地域一体となってお
・ ・ ・ ・ ・

もてなしを行っております。このことがワー

ルドカップにおいても茨城・かしまのおもてなしの評価をＮＯ．１に押し

上げたのではないでしょうか。商工会では、歓迎のフラッグを市内に飾り、

心を込めて選手、お客様をお迎えしたいと思います。

　「鹿嶋には、懐かしいワールドカップ原点の匂いがあった。すばらしい！」と

市民による手作りのおもてなしを褒めてくれたスポーツジャーナリストのコメ

ントを思い出します。2002 年のワールドカップでは、スタジアム前で「May I 

Help You？」と書いたＴシャツを着て案内した街角ボランティアや抹茶サービ

スなど、いくつかのボランティアに挑戦しました。この活動が成功したのも全

面的に協力してくれた関係者や行政との信頼関係があったからです。

　来たる 2020 年、歴史あるこの地で胸を張り、先人が培ってきた文化を大勢

の皆さんに味わい楽しんでもらえるよう、再び挑戦したいと思います。

ワールドカップ街角ボランティア　山田 博子

　鹿嶋は、東日本大震災で被災し、茨城カシマスタジアムも大きな被害にあっ

たため、今回東京 2020 オリンピックが開催されるというニュースを聞き、と

ても感激しました。震災時、チームは試合も練習もできなくなり、一時解散を

余儀なくされました。選手たちは、個人トレーニングを続けるなか、復旧作業

や物資が不足している他地域への支援も行いました。その後、代替地となった

国立競技場で４試合を戦い、震災から３カ月後の６月、ついに復旧したスタジ

アムで試合をすることができました。あのときの感動、サッカーができる喜び

は今でも忘れられません。東京 2020 オリンピック開催では、サッカーの楽し

さを伝えるとともに鹿嶋市を盛り上げられるようがんばります。

鹿島アントラーズ FC　曽ヶ端 準

　私の夢は、プロサッカー選手になることです。小さい頃から何度も足を運んでいる

茨城カシマスタジアムが東京 2020 オリンピック会場になると聞いて、その時は、観

戦ではなく、選手として出場したいと思いました。

　東京 2020 オリンピックまでに私ができることは、夢に向かって練習に励むこと、

そして、外国から来るたくさんのお客さんに楽しんでもらえるように、まちをきれい

にすることです。鹿嶋市には、私のようにサッカーが大好きな仲間がたくさんいるの

で、みんなで協力して 2020 年を迎えたいです。

波野サッカースポーツ少年団　大川 和
な る

流

　茨城カシマスタジアムの東京 2020 オリンピックサッカー会場決定おめでとうござ

います。私は鹿嶋市アントラーズ PR 大使として、市や鹿島アントラーズの魅力を見

つけＳＮＳを通じて発信しています。

　全国ではまだ、鹿嶋市ってどこ？何が有名なの？という方も多いと思います。東京

2020 オリンピックまでに私たちができることは、１人でも多くの方に鹿嶋を知って

もらえるよう、市民の私たちが感じた鹿嶋市の魅力をＳＮＳなどで発信し続けて行く

ことだと思います。ＰＲ大使の皆さん、共にがんばりましょう！

鹿嶋市アントラーズＰＲ大使　内田 香奈恵

東京２０２０オリンピック サッカー会場に決定

株式会社鹿島アントラーズ FC　代表取締役社長　庄野 洋

　このたび、茨城カシマスタジアムが東京 2020 オリンピックの会場に正式決定したこと

を受けて、大変光栄に感じております。クラブにとってもホームタウンの地域活性化、国

際化が期待できる、素晴らしいニュースと言えます。鹿島アントラーズは、会場の指定管

理者という立場から、東京2020オリンピックの開催に向け、万全の態勢で臨むつもりです。

　また、スタジアムは東日本大震災で多大な被害を受け、復興を果たした施設での開催に、

大きな意義と責任を感じています。今後、大会が無事成功に終わるよう、スタジアムの

さらなる機能強化や周辺環境整備が進むことを期待しております。

　東京 2020 オリンピックは、平成

32 年７月 24 日（金）～８月９日（日）

に開催されます。

　今後、サッカー競技会場としての

本市の取り組みを『広報鹿嶋』など

で随時お知らせしていきます。

鹿嶋市商工会会長　飯島 昌寿

　茨城カシマスタジアムの追加決定により、サッカー競技は既に招致段階から計画されていた６つの会場（右図）と合わせ、計

７会場で行われることとなりました。

　世界中のアスリートが目指す夢舞台が“わがまち鹿嶋”にやってきます。本市は、2002年にワールドカップで、来訪者へ心を

込めたおもてなしを行い、メディアなどで称賛されました。2011年には東日本大震災で被災しましたが、強い絆や希望、市外

からの多くの温かい支援で見事に復興しました。

　このおもてなしの経験と被災によって得た強い絆、復興まで多くの支援をいただいた感謝の気持ちを胸に、私たち約

６万８千人の市民、団体、企業、行政が総力を挙げて、鹿嶋にしかできないおもてなしを共に創り上げ、３年後の東京2020オ

リンピックを成功させましょう。 横浜国際総合競技場

 茨城カシマスタジアム

宮城スタジアム

 オリンピックスタジアム※新設

 埼玉スタジアム 2002

 札幌ドーム

 東京スタジアム
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みんなの使用済小型家電を

メダルに変えよう！
 廃棄物対策課

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会では、東京 2020 大会で使用するメダル約 5,000 個に

ついて、皆さんがお持ちの使用済み携帯電話などの小型家電から製作する「都市鉱山からつくる！みんなのメダ

ルプロジェクト」を実施しています。

現在、市もこのプロジェクトに積極的に取り組んでおり、市内では市役所のほか、各公民館などに回収ボッ

クスを設置しています。

東京 2020 大会の成功に向け、ぜひ皆さんのご協力をお願いします。

［回収場所］ 市役所第２庁舎入口・まちづくり市民センター（中央公民館）・各地区

公民館（まちづくりセンター）・中央図書館

［対象品目］ 30cm×15cmの投入口に入る大きさで以下のもの。

電話機、携帯電話、公衆用ＰＨＳ端末、デジタルカメラ、ビデオカメラ、ゲーム機

（据置型・携帯型）、携帯オーディオプレーヤー、電子辞書、ＣＤプレーヤー、ＭＤ

プレーヤー、ＩＣレコーダー、テープレコーダー、ＥＴＣ車載器、ＶＩＣＳユニット

※詳しくはプロジェクトのホームページをご覧ください。

  http://www.toshi-kouzan.jp/

東京 2020 大会の機運を日本全国で盛り上げるため、「東京 2020 オリンピック・パラリンピック フラッグツ

アー」が、茨城県内では本市を皮切りに９月末まで実施されます。

このイベントは、オリンピック・パラリンピック出場選手や出場経験者などのフラッグツアーアンバサダー

（大使）が、リオ 2016 大会閉会式（フラッグハンドオーバーセレモニー）にてリオ市長から東京都知事へ引き

継がれたフラッグをもとに製作されたオリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグを持って全国各地を巡

回し、市民と交流を図るというものです。

７月 29 日の当日は、フラッグの到着に合わせて、スポーツ最大の祭典である東京 2020 オリンピック・パラ

リンピックを歓迎し、東京 2020 大会成功に向けたイベントが開催されます。

ぜひお越しいただき、みんなで東京 2020 大会を盛り上げましょう。

オリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグを

みんなで歓迎しよう！

◆フラッグ歓迎イベント

 ７月29日（土）13:30 ～

 カシマスポーツセンター

[内容]

フラッグ引継ぎ式、アンバサダーによる

トークショー、記念撮影など Photo by Tokyo 2020 / Shugo TAKEMI

▲リオ2016パラリンピック　

フラッグハンドオーバーセレモニー

◆フラッグ展示

　歓迎イベント終了後、市内２カ所

でフラッグの展示を行います。

[展示場所] ７月30日（日）＝カシマス

ポーツセンター、７月31日（月）～

８月１日（火）＝市役所第２庁舎１階

【主催】東京都／東京2020組織委員会／ JOC ／ JPC

 重点プロジェクト推進室

▲市役所第２庁舎入口に設置した

　回収ボックス


